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ぐりとぐらのおきゃくさま 

なかがわ りえこ 文 やまわき ゆりこ 絵 福音館書店 Ｅ－ヤ 

もりでゆきがっせんをしていたぐりとぐらは、ゆきのうえにいくつもつづいている、あし

あとをみつけました。あとをつけていくと、たどりついたのはぐりとぐらのうちでした。な

かへはいると、だれかのながぐつやぼうしがあります。２ひきがおきゃくさまをさがしてい

ると、とつぜんカステラをやくにおいがしました。 

 
フランシス＝P＝チャーチ 著 中村 妙子 訳 偕成社 ３８６－サ 

 ニューヨーク・サンしんぶんしゃに、バージニアという八
やっ

つのおんなのこから、手紙
て が み

がと

どきました。「サンタクロースって、ほんとうにいるんでしょうか？」というしつもんです。

しんぶんしゃは、さっそく社説
しゃせつ

にとりあげてバージニアにへんじをかきました。サンタクロ

ースをみた人
ひと

がいなくても、いないというしょうめいにはならないのです。 

 

はろるどのクリスマス 
クロケット・ジョンソン 作  小宮 由 訳 文化学園文化出版局 Ｅ－ジ 

 はろるどはサンタクロースがくるまえに、もみのきをみつけにいきます。はろるどは、む

らさきのくれよんをもって、つきといっしょにきたのもりへでかけました。サンタクロース

がそりにのってやってくるのにきがついたはろるどは、くれよんでゆきをたくさんふらせま

す。そして、ふぶきがやむとほっきょくのように、あたりはみわたすかぎりがぎんせかいに

なっていました。 

わくわくクリスマス 

サンタクロースっているんでしょうか？ 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

クリスマスのりんご 
ルース・ソーヤー ほか文 上條 由美子 編・訳 福音館書店 ９３３－ク 

 ドイツのとある町
まち

に、ヘルマン・ジョゼフという年
とし

とった時計
と け い

作
づく

りがいました。子
こ

どもたちは

ヘルマンが大好
だ い す

きで、おもちゃがこわれると、ヘルマンの小
ちい

さなお店
みせ

にやってきました。クリス

マスのまえの日
ひ

、ヘルマンの家
いえ

のおもてのドアがあいて、トルーデが泣
な

きながらたっていました。 

急行「北極号」 
Ｃ・Ｖ・オールズバーグ 絵と文 村上 春樹 訳 

クリスマス・イブの夜中
よ な か

に、ぼくはベッドに横
よこ

になっていました。外
そと

から蒸気
じょうき

と金属
きんぞく

がきしむ

音
おと

が聞
き

こえてきて、窓
まど

の外
そと

を見
み

ると、うちの前
まえ

に汽
き

車
しゃ

がとまっています。車掌
しゃしょう

にどこへ行
い

くの

かとたずねると、北極点
ほっきょくてん

という答
こた

えがかえってきました。ぼくは列車
れっしゃ

の中
なか

にひっぱりあげられ、

汽車
き し ゃ

は猛
もう

スピードで谷間
た に ま

を抜
ぬ

けていきました。北極点
ほっきょくてん

は大
おお

きな街
まち

でたくさんの工場
こうじょう

があり、す

べてのクリスマスのおもちゃはそこで作
つく

られているのでした。 

子うさぎましろのお話 
佐々木 たづ 文 三好 碩也 絵 ポプラ社 Ｅ－ミ 

 クリスマスがやってきて、北
きた

の国
くに

のどうぶつの子
こ

どもたちも、サンタ＝クロースから一
いっ

かいき

りの、おくりものをもらいました。白
しろ

うさぎの子
こ

“ましろ”は、なかでもいちばんさきに、大
おお

き

なおかしと、おへやにかける、きれいなかざりをもらいました。“ましろ”はよろこんでおかし

をぺろりとたいらげてしまったので、べつのうさぎの子
こ

になってもういちど、おくりものをもら

うことをかんがえつきました。 

ヘラジカがふってきた！ 
アンドレアス・シュタインヘーフェル 著 鈴木 仁子 訳 早川書房 ９４３－シ 

クリスマスの二週間前
にしゅうかんまえ

のある晩
ばん

、ぼくの家
いえ

の天井
てんじょう

をつきやぶって、しゃべるヘラジカがふ

ってきました。ヘラジカはミスター・ムースといい、サンタのそりをひいてアイルランドの

上空
じょうくう

を飛
と

んでいましたが、カーブを切
き

ったとき、足
あし

をすべらせてはじきとばされてしまった

のです。 

急行「北極号」 
Ｃ・Ｖ・オールズバーグ 絵と文 村上 春樹 訳 あすなろ書房 Ｅ－ヴ 


